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第５ 効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用の集積に関する目標その

他農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標 

 

１ 効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用の集積に関する目標 

上記第２に掲げるような効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用の

集積に関する目標を将来の地域における農用地の利用に占めるシェア及び面的集積につい

ての目標として示すと、おおむね次に掲げる程度である。 

なお、農用地の利用集積に当たっては、より効率的かつ安定的な営農を可能にするため、

農地中間管理事業、農地中間管理機構が行う特例事業等を活用し面的なまとまりとなるよ

う努める。 

 

○ 効率的かつ安定的な農業経営が地域における農用地の利用に占める面積のシェアの目標 

 

 

  効率的かつ安定的な農業経営が地域の農用地の利用に 

  占める面積のシェアの目標 
備    考 

 

 

 ５６％   

 

（注）１ 「効率的かつ安定的な農業経営が地域の農用地の利用に占める面積シェアの目標」

は、個別経営体、組織経営体の地域における農用地利用（基幹的農作業（水稲につ

いては耕起、代かき、田植え、収穫、その他の作目については耕起、播種、収穫及

びこれらに準ずる作業）を３作業以上実施している農作業受託の面積を含む。）面

積のシェアの目標である。                   
      ２  目標年次はおおむね１０年先とする。 
 
２ 農用地の利用関係の改善に関する事項  

（１）農用地の利用状況及び営農活動の実態等の現状 

本町の平坦部においては、水稲を主体とする土地利用型農業が盛んであり、認定農業者

等への農地の利用集積が進んできているが、経営農地は比較的分散傾向にあり、農作業の

効率化等が図られず、担い手の更なる規模拡大が停滞している。 

また、山間部では、果樹栽培が営まれ特産品を活かした観光農業への展開など多様化し

てきている。 

（２）今後の農地利用等の見通し及び将来の農地利用のビジョン 

今後は農業従事者の高齢化や自家農産物の生産を主とする自給的農家等の増加により、

生産規模の縮小が予想される。そのため担い手育成及びそれらの者への農地の利用集積を

推進するため具体的に以下の施策・事業の実施を図るものとする。 
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① 農地中間管理事業 

② 農地中間管理機構が行う特例事業 

③ 農作業受委託への取組みの推進 

④ その他農地の利用集積を推進するために必要な事業 

（３）関係団体等との連携体制 

本町では、関係機関が有する農地の情報の共有化を目指し、地域の担い手への面的集積

を促進するため、関係各課、農業委員会、農業協同組合、土地改良区、農地利用集積円滑

化団体等が連携して施策・事業等の推進を実施する。 

 

３ その他農用地の効率的かつ総合的な利用に関する事項 

 本町は、農業委員会、農地中間管理機構、農業協同組合、土地改良区等の関係機関・団

体と連携し、地域計画の策定を通じ、地域の合意形成を図りながら、面としてまとまった

形での農用地の集約化を進めることにより、団地面積の増加を図るとともに、担い手への

農用地の集積を加速すること。 

 中山間地域や担い手不足地域では、地域全体で農用地の確保・有効利用を図るため、中

小・家族経営など地域社会の維持に重要な役割を果たしている経営体の新規就農促進を図

るエリアや有機農業の団地化を図るエリア等の設定を促進するとともに、放牧利用や蜜源

利用、省力栽培による保全等の取組を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


